
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数 1

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 88,416

歳入予算額 歳出予算額

7,368

895

334
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12.2 12 0.2 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）
　市が発注する工事、業務委託、物品調達等の入札及び契約について、公契約事務としての効率化を進めるとともに、透明性・競争性・公平性を有した適正な入札・契約制
度の確立を図るため、継続的に制度の改正と見直しを行う。
　公共工事については、品質の確保を目的として、価格及び品質が総合的に優れた調達に努めるとともに、積算・建設技術の指導・助言、厳正な工事検査により、適正な施
工を維持することで、市民の安心・安全の確保と、良質な社会資本の整備を目指す。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
①入札監視委員会からの再発防止策の確実な実施
　　　設計金額の適切な管理やコンプライアンス研修の充実を図り、より公平・公正性の高い入札制度の運用に努めていきます。
②公平・公正で透明性の高い入札の実施（通年）
　　　公契約では、競争性を推進し、不正行為を排除することが必要です。社会情勢に対応した制度の改正と、継続的な見直しを図ります。
③公共工事の適正な施工・品質の確保の推進（通年）
　　　公共工事は、適正な施工により、安全性とともに品質の確保が必要です。積算・施工管理・建設技術の適切な指導・助言と、厳正な工事検査を実施します。
④入札監視委員会の活用
　　　透明性の確保のためこれまで同様、工事及び物品業務の入札の手続きを監視していくことで、職員の事務に対する牽制作用が働くことになります。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
工事担当 ：入札監視委員会から提言された改善策の一つとして設計金額の管理方法と決裁ルートの見直しを行っており、入札情報の適切な管理による情報漏洩の防止と
　　決裁処理の流れの改善による事務の効率化を図ります。
物品業務委託担当：定期入札登録業者受付・認定業務実施に併せて、取引を希望する営業業種の見直し（具体的には、小分類をより具体化した業務や物品品目にするこ
と）を行い、指名などの業者選定における作業量を大幅に軽減させることにより、事務の効率化を図ります。

　工事担当：工事及び測量・コンサル業務の入札事務及び契約監理事務、競争入札参加者の登録事務などを行う。

　物品業務委託担当：業務委託及び物品調達等の入札事務及び契約監理事務、競争入札参加者の登録事務などを行う。

　技監：建設工事に関する設計図書の確認、積算・施工管理・建設技術に関する指導などを行う。

　検査監：建設工事における検査を行う。
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４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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実現したい成果　（最終目標）推進施策

1

目標

９　行政経営
　３　持続可能な財政運営
　　⑹　財政運営の透明性の確保
（公平・公正な入札の実施）

●入札契約における透明性、競争性の確保と社会情勢に対応した契約制度の確立を促進する。
また、入札監視委員会から提言された再発防止策について、具体的な実施に向けた検討を行
い、対応可能なものから確実に実施する。

（工事の適正な施工・品質の確保の推進）
●令和元年度より、技監と検査監の兼務体制を解消しており、検査監は中立公平な立場で、的
確な監督・検査を行い、適正な施工と良質な品質の確保を図る。技監においては、設計図書を確
認し、適正な積算・施工管理・建設技術の指導・助言によって、適正な施工と品質を確保する。

（入札監視委員会の活用）
●入札監視委員会において中立・公平な立場から、入札の参加条件、指名理由、契約の過程等
が審議されることにより、入札及び契約手続き、並びに契約内容の透明性を確保する。

（入札・契約事務の電子化の検討）
●電子入札は、①入札の透明性・公平性の向上、②事務処理の効率化、③入札参加者の事務
軽減、④談合防止、などの効果が見込まれる。しかし、導入においては、県・他市との連携や多
額の導入経費が必要となることから、導入における費用対効果等を検証・検討する。
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